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注１ 庄司(2018)によると、Vargo & Lusch(2004)における基本的前提の数は８であっ 
  たが、2006年の変更で９に、2008年の変更では10に、最新の2016年の変更では11 
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 ＊１ 同社 デザイン本部プロダクトデザイン部 デザイン企画グループ 主査 
 ＊２ 同社 デザイン本部 コーポレートデザイン部 コミュニケーションデザ 
   イングループ 主事 
 ＊３ 同社 デザイン本部 フロンティアデザイン部 先行デザイングループ 
 ＊４  同社 先進技術本部 研究開発統括部 先進技術研究部 先進材料研究グル 
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  生(新しい顧客価値を社会に提供する)」につながるとされる。 
注２ ３つの研究所とは、ナノテクノロジーや機能性材料を中心とした将来のコア技  
  術を開発する先進コア技術研究所、有機材料を研究する有機合成化学研究所、遺 
  伝子解析や医療診断システム、医薬品など医療事業の強化を担うライフサイエン 
  ス研究所を指す。 
注３ 共感(Empathize)、問題定義(Define)、アイデア創出(Ideation)、プロトタイピ 
  ング(Prototyping)、検証(Test)を高速で繰り返し回すことで、一般に知られてい 
  る。 
 
 





















 図表５－１ Open Innovation Hubを構成する３つのエリアと２つのゾーン 




























































































服しようとするOpen Innovation To Goや、社内で最も隔たりのあったR&Dと営業の両




第２節 ヤマハ発動機との共創事例における Open Innovation Hubの役割 
















































































 図表５－２ 新インクジェット技術「UVIQUE技術」が採用されたヤマハ発動機との 






































































































































































注４ 富士フイルムのホームページによると、Open Innovation Hubは「富士フイルム 
  が写真感光材料を原点として培ってきた最先端のコア技術や進行中の開発テーマ 
  と、皆さまが持つ課題やアイデアが交わり、コラボレーションしながら新たな価 
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